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平成１７年８月１日発行

広

自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある温泉健康都市

報

お子さん、お孫さんの誕生日の記念にいかがですか。

応募いただいた方のお宅へ、広報担当者が取材にうか

がいます。対象は、市内在住の９月生まれで２歳から

４歳までのお子さんです。８月１１日（木）までに電話

またはメールでお申し込みください。応募者が多いと

きは、抽選とさせていただきます。

申込み 企画部総合政策課　電話０５５‐９４８‐１４１４

seisaku@city.izunokuni.shizuoka.jp

「しずく」の名は、「この世でたった１つしかない大
切な一雫

ひとしずく

」という意味。弟もできてすっかりお姉ちゃん
らしくなりました。お話しするのが大好きで、絵本を読
んだり、人形やパパ、弟を相手におしゃべりしてます。

雅美さん、咲樹さんの長女　(四日町)
杉 本　しずく

　

ちゃん (平成１５年８月９日生)

テレビを見ていても、車に乗っていても、スーパーで
お買い物カートに座っていても、音楽が聞こえてくる
と体が自然とリズムをとって動いてしまう利紀くん。毎
日ノリノリで踊ってます。

利明さん、美由紀さんの長男　(四日町)
小 澤　利 紀

り き

くん (平成１５年８月２５日生)

絵本を読んでくれたり、おもちゃを貸してくれたり、
泣いていると「よしよし」してくれたり、優しい翔太兄
ちゃんが大好き。お兄ちゃんと食器を並べたり、食後の
お皿運びをしてママのお手伝いをやってるんだよ。

真和さん・あゆみさんの長女　(三福)
遠 藤　美 羽

み わ

ちゃん (平成１５年８月１９日生)

おおきく�
　　な～れ�

編
集
後
記

●
先
日
の
休
み
の
日
に
、
友
人

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
い
う
か
、
庭

先
で
七
輪
を
囲
ん
で
の
一
杯
で

す
け
ど
。
な
か
な
か
風
情
が
あ

っ
て
い
い
も
の
で
す
よ
。
こ
の

夏
の
間
に
、
も
う
一
、
二
回
や

ろ
う
と
思
っ
て
ま
す
。

宮

●
今
年
も
ま
た
、
台
風
の
季
節

で
す
。
昨
年
、
床
上
浸
水
を
経

験
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
防
災

意
識
を
高
め
て
い
れ
ば
被
害
を

避
け
ら
れ
る
こ
と
も
。
家
の
周

り
の
水
の
流
れ
、
土
砂
崩
れ
の

危
険
、
避
難
経
路
の
チ
ェ
ッ
ク

は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

夏

●
プ
ー
ル「
サ
ン
ゆ
う
」の
来
場

者
が
三
十
万
人
達
成
。
ど
う
や

ら
二
年
お
き
に
十
万
人
を
越
え

る
模
様
。
常
々
運
動
を
し
た
い

と
思
っ
て
ま
す
が
二
〇
〇
七
年

の
夏
あ
た
り
か
ら
通
い
始
め
よ

う
か
と
。
運
動
す
る
に
は
キ
ッ

カ
ケ
が
必
要
で
す
か
ら
。

小
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50,776人
男：24,511
女：26,265
世帯：19,004

平成１７年７月１日現在
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伊豆の国市
人口
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問合せ 福祉課　電話０５５８‐７６‐８００８

子
ど
も
を

安
心
し
て

産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
の
整
備

豆
長
岡
町
、
韮
山
町
、

大
仁
町
の
旧
三
町
で
は
、

平
成
十
二
年
に
「
す
べ

て
の
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
成
長

で
き
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し

「
子
育
て
支
援
計
画
（
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
）」
を
作
成
し
、
子
育
て

支
援
策
を
実
施
・
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

成
十
五
年
七
月
に
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」
が
施
行
さ
れ
、

市
町
村
に
お
け
る
行
動
計
画
の
策

定
の
指
針
が
、
国
か
ら
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
伊
豆
の

国
市
で
は
、
平
成
十
七
年
度
か
ら

二
十
一
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

し
た
「
次
世
代
支
援
育
成
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

＊
計
画
期
間
は
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
十
年
間
で
、
五
年
を
一
期

と
す
る
前
期
と
後
期
の
計
画
を

策
定
し
ま
す
。今
回
の
計
画
は
、

前
期
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

◆
基
本
目
標

二
十
一
世
紀
の
伊
豆
の
国
市
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
温

か
で
自
然
豊
か
な
環
境
の
も
と
で

大
き
な
夢
を
も
ち
、
い
き
い
き
と

輝
き
育
つ
ま
ち
づ
く
り
と
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
、「
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
、
こ

こ
ろ
温
か
子
育
て
支
援
」
を
基
本

目
標
と
定
め
ま
し
た
。

◆
基
本
方
針

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
準

ず
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
そ
の

主
体
性
を
尊
重
す
る
な
か
で
、
基

本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
次
の
基

本
方
針
に
基
づ
い
て
、
総
合
的
な

施
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

１
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
づ
く
り

２
、
次
代
の
親
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
の
健
全
育
成

３
、
す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援

４
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
強
化

次
世
代
育
成
に
は
、
住
民
の
主

体
的
な
参
加
が
必
要
不
可
欠
に
な

り
ま
す
。

子
を
持
つ
「
親
の
育
成
」
が
基

本
と
な
り
ま
す
が
、
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
、「
公
的
な
援
助
」

だ
け
で
は
目
標
達
成
は
難
し
く
、

Ⅰ．地域における子育て支援

地域住民の協力により、子育て中の親子が安心して暮
らせる支援体制の充実を図ります。
・育児に悩む親のフォローとストレス解消の場づくり
・子育てボランティアの育成
・柔軟な保育体制の充実
・子どもと高齢者の交流の機会づくり
・気軽に利用できる一時保育体制の充実
・特定保育事業の検討
・子育てサークル・サロンの充実
・児童・生徒の健全育成

Ⅱ．母性・乳児・幼児等の健康の増進

子どもや母親の健診を行うとともに、食育の推進など
に取り組み、からだとこころの発育を支援していきます。
・健康相談、サロンの充実
・食育と子どもの心のケア
・ＩＴを活用した子育てや思春期の相談などへの取り組
み
・小児医療の充実

Ⅲ．子どもの心身のすこやかな成長に
向けた教育環境の整備

次代を担う親を育てるために、若者へ結婚、出産、育
児の楽しみを伝えていきます。また、子育てや地域交流
などの親力

おやぢから

の向上を図るとともに、子どもたちの学習力
の向上に努めていきます。
・出産・育児を楽しめる心の教育（次代の親づくり）
・家庭や地域の親力

おやぢから

の育成（子育てを楽しくする環境づ
くり）
・子どもの確かな学力を育むための教育力の向上
・職員研修による子どもたちへの充実感のある授業展開
・子どもが命の重さを理解し、心が育つような道徳教育
の推進

Ⅳ．子育てを支援する生活環境の整備

安心して子育てできるよう居住環境の提供を行ってい
くとともに、道路や公園などの整備を進めていきます。
・ユニバーサルデザインの導入による安心して外出でき
る環境づくり
・公園や図書館、児童館の充実
・若い世帯の住みやすい環境づくり

Ⅴ．子どもの安全の確保

子どもの交通安全や犯罪を防止するため、あいさつ運
動の推進など地域で子どもの顔が見える活動に取り組ん
でいきます。
・交通安全運動の強化　　・声かけ運動の推進
・通学路の安全確保
・被害にあった子を救う体制づくり

Ⅵ．職業生活と家庭生活との両立の推進

多様な働き方に対応するための子育て支援の強化を図
るとともに、親の育児休暇の取りやすい環境づくりに取
り組んでいきます。
・働き方の見直し
・企業への育児休暇取得の働きかけ

障害児や要保護児童などの支援を進めていくととも
に、幼児・児童虐待の防止に努めていきます。
・要保護児童への支援
・障害児施策の充実
・問題行動、不登校、ひきこもりなどの子どもを抱える
親への支援

Ⅶ．要保護児童への対応などきめ細かな
取り組みの推進

行動計画の概要と主な取り組み内容 《
伊
豆
の
国
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
》

子
化
の
課
題
解
決
に
は
、

「
子
ど
も
の
育
成
環
境
の

整
備
」
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。「
子
ど
も
自
身
が
す

こ
や
か
に
育
っ
て
い
け
る
社
会
」

「
子
育
て
に
喜
び
や
楽
し
み
を
も

ち
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
に
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。育

て
は
、
ま
ず
親
が
自
ら

の
手
に
よ
っ
て
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
子
ど
も
、

特
に
乳
幼
児
は
、
親
と
の
直
接
の

ふ
れ
あ
い
に
よ
り
育
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
子
育

て
に
お
け
る
基
本
的
責
任
は
親
に

あ
る
こ
と
」
を
前
提
と
し
て
、
家

庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
基
礎

と
し
な
が
ら
、
育
児
と
就
労
の
両

立
や
地
区
の
子
育
て
機
能
の
強
化

な
ど
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

育
児
が
孤
立
化
し
な
い
よ
う
「
地

域
の
協
力
」が
大
切
に
な
り
ま
す
。

様
々
な
機
会
を
通
じ
、
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
中
の
親

同
士
の
交
流
機
会
、
親
子
で
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
情
報
提
供

を
行
っ
て
い
く
こ
と
や
関
連
各
組

織
の
情
報
交
流
が
重
要
に
な
り
ま

す
。計

画
を
作
る
の
み
で
な
く
、親
、

地
域
、
行
政
、
企
業
な
ど
が
と
も

に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
、
目
標

達
成
の
力
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
地
域
が
持
つ
相
互
扶
助

意
識
や
あ
い
さ
つ
な
ど
、
小
さ
な

活
動
か
ら
具
体
的
に
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

保育
子育て支援

安　全 教育

健　康

親の
労働環境

生活環境

地　域企　業

親　子

次世代育成支援行動計画が目指すもの

一体的な支援環境づくり

少子

基本方針

伊平

親
の
育
成
と
地
域
で

支
援
す
る
行
動
計
画
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伊豆の国市誕生、万歳。
７月８日 １４：００～　伊豆の国市誕生記念式典開催

伊
豆
の
国
市
誕
生
を
祝
う
式
典
を
、

七
月
八
日
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
国
・

県
関
係
者
、
県
内
の
各
市
町
長
・
議
長

な
ど
約
四
百
人
が
出
席
。
あ
ら
た
め

て
新
市
の
発
足
を
祝
う
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
伊
豆
の
国

市
誕
生
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
、
物
故

者
に
対
す
る
黙
祷

も
く
と
う

な
ど
の
あ
と
、
市

長
式
辞
、
市
議
会
議
長
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
望
月
良
和
市
長
は
、

伊
豆
の
国
市
の
合
併
ま
で
の
経
緯
に

も
ふ
れ
な
が
ら
、「『
自
然
を
守
り
、

文
化
を
育
む
、
魅
力

ゆ
　
め

あ
る
温
泉
健
康

都
市
』
を
合
言
葉
に
、
人
の
和
、
地

域
の
和
を
大
切
に
、
常
に
対
話
の
姿

勢
を
基
本
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

『
合
併
し
て
よ
か
っ
た
』
と
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
伊
豆
半
島

の
要
か
な
め
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
決
意
を
示
し
、
岩
崎
正
義
市
議
会

議
長
は
、「
行
政
と
議
会
は
車
の
両
輪
。

平
成
の
大
合
併
と
い
う
大
き
な
変
革

期
に
あ
た
り
、
議
会
は
行
政
を
と
き

に
は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
と
き
に
は

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
が
ら
、『
住
民
の

幸
福
』
を
一
番
に
考
え
、
新
市
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

合
併
功
労
者
と
し
て
、
旧
伊
豆
長

岡
町
長
の
大
川
清
仁
氏
に
総
務
大
臣

表
彰
が
贈
ら
れ
、
旧
三
町
の
合
併
協

議
会
委
員
二
十
四
人
に
は
市
長
か
ら

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
（
被
表
彰
者

氏
名
は
５
ペ
ー
ジ
左
上
表
の
と
お

り
）。ま

た
、
総
務
大
臣
（
代
理
）、
鈴
木

雅
近
静
岡
県
副
知
事
、
渡
辺
周
衆
議

総務大臣表彰

大川清仁
おおかわ きよひと

（旧伊豆長岡町長・長岡）
合併功労者感謝状

菊地
き く ち

白
きよし

（元合併協議会委員・南江間）

岩崎正義
いわざき まさよし

（ 〃　　　・長崎）

原
はら

政義
まさよし

（ 〃　　　・吉田）

水口哲雄
みなくち てつお

（ 〃　　　・長岡）

土屋源由
つちや もとよし

（ 〃　　　・ 〃 ）

日吉
ひ よ し

榮
さかえ

（ 〃　　　・中條）

鳥居松彦
とりい まつひこ

（ 〃　　　・南條）

矢田博美
や た 　 ひ ろ み

（ 〃　　　・宗光寺）

飯田史朗
い い だ し ろ う

（ 〃　　　・田京）

（故）渡辺孝雄
わたなべ たかお

（元合併準備会委員・古奈）

大和
や ま と

直
なおし

（元合併協議会委員・小坂）

伊奈昌孝
い な ま さ た か

（ 〃　　　・北江間）

安田昌代
や す だ ま さ よ

（ 〃　　　・古奈）

鈴木幸雄
す ず き ゆ き お

（ 〃　　　・ 中 ）

秋田辰彦
あきた たつひこ

（ 〃　　　・南條）

岸香代子
き し か よ こ

（ 〃　　・韮山山木）

寺門敬夫
てらかど よしお

（ 〃　　　・大仁）

土屋龍太郎
つちや りゅうたろう

（ 〃　　　・三福）

鈴木敬子
す ず き け い こ

（ 〃　　　・守木）

中村善行
なかむら よしあき

（ 〃　　　・県職員）

鈴木好晴
すずき よしはる

（ 〃　　　・ 〃 ）

大村憲二
おおむら けんじ

（ 〃　　　・長岡）

木内和実
き う ち か ず み

（ 〃　　　・奈古谷）

梅原
うめはら

克
かつ

（ 〃　　　・浮橋）

院
議
員
、
細
野
豪
志
衆
議
院
議
員
、
坂

本
由
紀
子
参
議
院
議
員
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
来
場
者
全
員
に
よ
る
万
歳
三

唱
の
後
、
式
典
第
一
部
を
閉
式
し
ま
し

た
。式

典
第
二
部
は
、
伊
豆
の
国
市
在
住

の
舞
踊
家
・
花
柳
は
な
や
ぎ

衛
樹
も
り
き

氏
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
に
よ
る
新
市
誕
生
記
念
「
祝

い
の
宴
」
を
行
い
ま
し
た
。

花
柳
氏
独
演
の
「
三
番
叟

さ
ん
ば
そ
う

」、「
草
燃

ゆ
る
」
は
優
雅
な
舞
い
で
観
客
を
幽
玄

の
世
界
に
引
き
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、

関
東
若
獅
子
会
の
「
寿
獅
子

こ
と
ぶ
き
じ
し

」
は
コ
ミ

カ
ル
な
動
き
で
会
場
を
一
変
し
て
和
や

か
な
雰
囲
気
に
。
そ
し
て
最
後
の
「
若

獅
子
太
鼓
」
は
迫
力
あ
る
演
奏
で
来
場

者
を
魅
了
し
、
新
市
の
新
し
い
門
出
を

盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

第２部　新市誕生記念「祝いの宴」 第１部　新市誕生記念式典

約四百人が矢田博美市議会副議長の音頭で、新市の誕生を祝い、「万歳三唱」

式辞の中で、あらためて新市のまちづくりへの
決意を示す市長

総合プロデュース花柳衛樹

総務大臣代理より感謝状を受ける旧伊豆長岡
町長の大川清仁氏

太
鼓
に
合
わ
せ
舞
い
踊
る
獅
子
が

観
客
に
噛
み
つ
く
サ
ー
ビ
ス
で
会

場
を
和
や
か
に
し
た
「
寿
獅
子
」

天下泰平、子孫繁栄、千客萬来を
願って花柳氏が舞った「三番叟」

出陣の太鼓にふさわしい「若獅子太鼓」。プロの
きめ細かいバチさばきと曲打ちが観客を魅了

市長より感謝状を手渡された合併功労者の皆さん
式典における被表彰者（旧所属・出身等）

※敬称略



六
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
各
種

健
診
に
つ
い
て
、
追
加
集
団
健
診

を
行
い
ま
す
。
今
年
度
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
金

無
料

申
込
み

電
話
で
健
康
づ
く
り
課
へ
申
し

込
み
の
う
え
、
各
検
診
受
診
票

を
持
っ
て
検
診
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
受
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
人
に

は
、
事
前
に
発
行
し
ま
す
の
で

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

※
肺
が
ん
・
結
核
検
診
を
希
望
さ

れ
る
人
で
、
検
診
車
に
乗
り
降

り
が
困
難

な
人
は
、

お
申
し
付

け
く
だ
さ

い
。

67

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料

の
全
額
を
免
除
す
る
全
額
免

除
と
保
険
料
の
半
額
を
免
除

す
る
半
額
免
除
が
あ
り
ま
す
。

申
請
免
除
は
本
人
と
配
偶

者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
次
の
基
準
額
以
下
の
場
合

に
承
認
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
二
十
歳
代
の
人
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
が
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
若
年
者
納
付
猶
予
の
所

得
基
準
は
全
額
免
除
と
同
じ

基
準
額
で
す
が
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
の
み
で
審
査
さ

れ
ま
す
。

窓
口

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い

持
ち
物

①
印
鑑

②
年
金
手
帳

③
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
失
業
し
た
こ
と
に

よ
り
申
請
す
る
と
き
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い

問
合
せ

伊
豆
長
岡
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）

２
９
０
５

父親または両親のいない児童を養育している人、父親
が重度の障害（公的年金を受けてない）である場合、未
婚の母子などへの手当です。
受けられる期間は、児童が１８歳で迎える最初の３月

３１日までです。

「現況届」
資格のある人は年に一度届出が必要で

す。この届けは引き続き資格があるかを決め
る大切なものです。対象者には、８月上旬に書類を郵送
しますので、忘れずに手続きをしてください。
なお、毎週木曜日は、１９：００まで受け付けます。ご

利用ください。
受付期間 ８月８日（月）～３１日（水）

七
月
十
一
日
、
伊
豆
の
国
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
当
選
証
書

付
与
式
が
行
わ
れ
、
無
投
票
で
当

選
し
た
十
八
人
に
当
選
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
は
、
今
回
無
投
票
当

選
を
果
た
し
た
選
挙
に
よ
る
委
員

十
八
人
と
、
農
協
、
農
業
共
済
組

合
、
土
地
改
良
区
が
推
薦
し
た
理

事
三
人
、
議
会
推
薦
の
四
人
の
計

二
十
五
人
で
、任
期
は
三
年
で
す
。

選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す（
敬
称
略
、
届
出
順
）。

石
井
　
弘
行
　
（
南
條
）

織
田
　
嘉
和
　
（
南
江
間
）

松
村
　
孝
幸
　
（
長
瀬
）

野
中
　
安
雄
　
（
多
田
）

木
内
　
久
見
　
（
寺
家
）

水
野
　
勝
利
　
（
原
木
）

久
保
田
邦
雄
　
（
長
崎
）

高
田
　
一
幸
　
（
土
手
和
田
）

加
藤
　
敏
夫
　
（
田
京
）

柴
　
　
正
義
　
（
山
木
）

土
屋
　
正
彦
　
（
三
福
）

足
立
　
　
登
　
（
内
中
）

浅
井
　
忠
義
　
（
守
木
）

井
川
　
謹
吾
　
（
小
坂
）

土
屋
　
次
義
　
（
神
島
）

西
島
　
孝
充
　
（
浮
橋
）

渡
邊
　
謹
一
　
（
田
中
山
）

小
澤
　
重
信
　
（
北
江
間
）

推
薦
に
よ
る
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す（
敬
称
略
）。

団
体
推
薦

・
伊
豆
の
国
農
業
協
同
組
合

鈴
木
　
幸
雄
　
（
中
）

・
静
岡
県
東
部
農
業
共
済
組
合

浅
野
　
文
隆
　
（
四
日
町
）

・
韮
山
土
地
改
良
区

小
松
　
孝
志
　
（
中
條
）

議
会
推
薦

鈴
木
平
一
郎
　
（
奈
古
谷
）

萩
原
　
眞
琴
　
（
北
江
間
）

菊
地
　
元
治
　
（
天
野
）

塩
谷
喜
久
雄
　
（
中
島
）

問
合
せ

農
業
振
興
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）

１
４
８
１

追
加
集
団
健
診

の
ご
案
内

日　時 ９月２２日（木）
７：３０～１０：３０（受付）

会　場 大仁市民会館
対　象 平成１８年３月３１日までに表の年齢になる人

基本健診
胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診
結核検診

健診・検診 対象年齢

基本健康診査 ４０歳以上

肝炎ウイルス検査
節目年齢の人、広範な外
科的処置を受けた人など

前立腺がん検診 ５０歳以上の男性

肺がん・結核検診 １５歳以上

胃がん検診 ３５歳以上

大腸がん検診 ３５歳以上

問合せ 健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１４

身体や精神に重度または中度以上の障害のある、２０
歳未満の子どもを養育している家庭の父母や養育者への
手当です。

「所得状況届」
手当を受けている人は年に一度届出が

必要です。この届けは引き続き手当が受けら
れるかを決める大切なものです。対象者には、８月上旬
に書類を郵送しますので、忘れずに手続きをしてくださ
い。
なお、毎週木曜日は、１９：００まで受け付けます。ご

利用ください。
受付期間 ８月１１日（木）～３１日（水）

児童扶養手当 特別児童扶養手当

忘れずに！ 忘れずに！

児童扶養手当が支払われます

４月～７月分の児童扶養手当を８月１１日（木）
に振り込みますので、１２日（金）以降にご確認を
お願いします。

問合せ 福祉課　電話０５５８‐７６‐８００８

国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
・
半
額
免
除
制
度

【全額免除の基準額】

（扶養親族等の数＋１）×
３５万円＋２２万円

【半額免除の基準額】

１１８万円＋扶養親族等控除額
＋社会保険料控除額など

当
選
十
八
人
に
証
書
付
与

農
業
委
員
会
は
、
農
地
等

の
利
用
関
係
者
の
調
整
、

自
作
農
の
創
設
維
持
、
そ

の
他
農
業
全
般
に
わ
た
る

問
題
を
農
業
者
の
創
意
と

自
主
的
努
力
に
よ
っ
て
総

合
的
に
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
農
業
お
よ
び

農
業
者
の
一
般
的
利
益
を

代
表
す
る
機
関
で
す
。

農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
原
則

と
し
て
各
市
町
村
ご
と
に

設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委

員
会
で
す
。

問合せ 福祉課　電話０５５８‐７６‐８００７

子どもの養育を支援する�子どもの養育を支援する�

児童扶養手当・特別児童扶養手当�
ご存じで

すか？�
ご存じで

すか？�

ご存じですか？�



何
年
も
通
院
し
て
い
る
の

に
ひ
ざ
の
痛
み
が
よ
く
な
ら

な
い
。「
先
生
は
運
動
し
な
さ

い
。」
と
い
う
が
、
何
を
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
…
。

最
近
足
腰
の
筋
力
が
衰
え
た

と
感
じ
て
い
る
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
教
室
で
す
。

こ
の
教
室
は
、
高
齢
者
向

け
の
プ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
、

自
分
の
体
に
あ
っ
た
運
動
を

医
師
が
処
方
し
て
く
れ
る
た

め
、
安
心
し
て
運
動
が
で
き

ま
す
。
教
室
に
参
加
し
て
心

も
体
も
元
気
な
若
々
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

対
　
象

お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
の
市
民

※
た
だ
し
、
平
成
十
六
年
度

中
に
旧
大
仁
町
で
実
施
し

た
「
高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」
に

参
加
し
た
人
は
対
象
外

定
　
員

十
五
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
込
み

八
月
十
七
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
で

お
申
し

込
み
く

だ
さ
い
。
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名　称 第１９回全国健康福祉祭しずおか大会
愛　称 ねんりんピック静岡２００６

ニセンロク

会　期 平成１８年１０月２８日（土）～３１日（火）
会　場 総合開会式　静岡スタジアム　エコパ

各交流大会　２３種目、１７市１町
参加予定人員 延べ約５０万人（観客含む）
大会テーマ

「奏
かな

でよう ふじのくにから

健康賛歌」

市
で
は
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
敬
老
の

意
を
表
す
る
た
め
、
三
千
円

の
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

敬
老
会
参
加
者
に
は
、
式

典
の
と
き
に
贈
呈
し
ま
す
が
、

欠
席
の
場
合
は
、
次
の
場
所

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

配
布
日
　

九
月
二
十
日（
火
）
以
降

贈
呈
方
法

●
旧
伊
豆
長
岡
町
在
住
の
人

は
、
市
役
所
内
（
伊
豆
長

岡
庁
舎
）
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
へ

●
旧
韮
山
町
在
住
の
人
は
韮

山
庁
舎
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

へ
●
旧
大
仁
町
在
住
の
人
は
大

仁
庁
舎
高
齢
者
支
援
室
へ

持
ち
物

領
収
書
（
案
内
通
知
に
同

封
し
た
も
の
に
記
入
押
印

し
、
お
持
ち
く
だ
さ
い)

対
象四

月
一
日
現
在
で
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
、
昭
和
五

年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ

の
人

参加者
募集！

高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

日　時

９月７日･２１日･２８日、
１０月５日･１２日･１９日･２６日
１１月２日･９日･１６日　
いずれも水曜日
１０：００～１３：００

会　場 老人福祉センターヴィタ
ーレ（三島市）

※長岡･韮山･大仁保健センター
から施設へ送迎します

負担金 １０，０００円
（初回負担・返金なし、内
訳：健康チェック料金
５，０００円＋施設利用料
５００円×１０回分

問合せ 高齢者支援室
電話０５５８‐７６‐８０１１　

平
成
十
七
年
度
敬
老
会
を
行
い

ま
す
。
今
年
は
、
市
内
に
住
む
七

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん

を
招
待
し
、
三
日
間
で
地
区
ご
と

に
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

を
会
場
に
、
式
典
（
八
十
八
歳
、

九
十
九
歳
、
百
歳
を
超
え
る
皆
さ

ん
の
表
彰
な
ど
）
や
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
長

寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
人
に
は
、
市

か
ら
敬
老
会
の
ご
案
内
を
し
ま
す

の
で
、
返
信
用
の
ハ
ガ
キ
に
出
欠

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日　時 伊豆長岡地区：９月１３日（火）
韮山地区　　：９月１４日（水）
大仁地区　　：９月１５日（木）
いずれも１０：００～

会　場 アクシスかつらぎ
※敬老会専用バスによる送迎を行います。バス乗車場

所・時間は、出席者に後日ご案内します。

問合せ 高齢者支援室　電話０５５８‐７６‐８０１１　

来
年
十
月
、
静
岡
県
で
「
第
十

九
回
全
国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か

大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡
２

０
０
６
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
六
十
歳

以
上
の
高
齢
者
を
中
心
に
卓
球
、

水
泳
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
囲

碁
、
俳
句
な
ど
の
文
化
交
流
、
さ

ら
に
美
術
展
、
音
楽
文
化
祭
な
ど

も
開
か
れ
る
祭
典
で
す
。

伊
豆
の
国
市
で
は
、
韮
山
運
動

公
園
で
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
六
十
四
チ
ー
ム
二
百

五
十
六
人
の
選
手
や
多
く
の
応
援

者
の
来
場
が
見
込
ま
れ
、
健
康
づ

く
り
の
推
進
、
世
代
間
・
地
域
間

の
交
流
を
図
り
、
心
温
ま
る
歓
迎

と
盛
り
上
が
り
の
あ
る
交
流
大
会

交
歓
試
合
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
て
、
伊
豆
の
国
市

で
は
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
静
岡

２
０
０
６
伊
豆
の
国
市
実
行
委
員

会
」
が
七
月
六
日
、
発
足
し
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
十
月
に
は
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」

が
行
わ
れ
、
県
レ
ベ
ル
で
の
ペ
タ

ン
ク
大
会
と
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問合せ

ねんりんピック静岡２００６伊豆の国
市実行委員会事務局（高齢者支援室）
電話０５５８‐７６‐８０１１

大会マスコット
ちゃっぴー

大会概要

●●●● ねんりんピック
リハーサル大会 ●●●●　

日　時 １０月２９日（土）
会　場 韮山総合運動公園
内　容　ペタンク大会、各種イベント

南
仏
生
ま
れ
で
誰
で
も
楽
し
め

る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
日
本

で
も
年
々
競
技
人
口
が
増
え
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
高
齢
者
に
人

気
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
は
金
属
製
の
ボ
ー
ル

を
木
製
の
ビ
ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

目
標
球
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
地

面
に
描
い
た
サ
ー
ク
ル
を
基
点
と

し
て
投
げ
合
う
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
で

す
。先

攻
チ
ー
ム
が
投
球
サ
ー
ク
ル

か
ら
ビ
ュ
ッ
ト
を
投
げ
た
後
、
一

球
目
を
投
球
し
ま
す
。
続
い
て
相

手
チ
ー
ム
が
さ
ら
に
ビ
ュ
ッ
ト
に

近
づ
く
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
投
げ
ま

す
。
両
チ
ー
ム
は
相
手
の
ボ
ー
ル

よ
り
一
ミ
リ
で
も
近
く
ビ
ュ
ッ
ト

に
寄
る
よ
う
ボ
ー
ル
を
投
げ
競
い

ま
す
。

両
チ
ー
ム
が
持
ち
球
六
個
を
す

べ
て
投
げ
終
え
た
ら
メ
ー
ヌ
（
一

セ
ッ
ト
）
終
了
。
こ
う
し
て
ど
ち

ら
か
の
チ
ー
ム
が
規
定
点
に
達
す

る
ま
で
セ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
ま

す
。

伊豆の国市実行委員会設立総会
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伊豆の国市の誕生ならびに「ＮＥＷ！！わかふじ国体」
９人制バレーボール競技の開催記念として、バレーボー
ルフェスティバルを開催します。
市民スポーツとしてバレーボール競技が定着するよ

う、また、市民がスポーツに親しむきっかけになるよう
行われるものです。皆さんぜひ、お越しください。

日　時 ８月２１日（日）
受付８：００～　開会式８：３０～

会　場 長岡体育館　他
内　容 ◆「市民バレーボール」フェスティバル

◆「クラブバレーボール」フェスティバル
◆アトラクション
参加者全員による、わくわく大ビンゴ大会。

市生涯学習塾では、今秋開講するスポーツ講座の受講生を追加募集します。
運動不足解消や定期的に運動をしたい人など、仲間と一緒に体を動かしてみませんか。

市
民
文
化
祭
の
参
加
申
し

込
み
が
、
八
月
い
っ
ぱ
い
で

締
め
切
ら
れ
ま
す
。
市
民
な

ら
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
あ

な
た
も
日

頃
の
文
化

活
動
の
成

果
を
披
露

し
て
み
ま

せ
ん
か
。

開
催
日

【
芸
能
部
門
】

・
十
一
月
五
日
（
土
）
･
六
日

（
日
）
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

【
展
示
部
門
】

・
十
月
十
五
日
（
土
）
･
十
六

日（
日
）
大
仁
市
民
会
館

・
十
月
二
十
一
日
（
金
）
〜
二

十
三
日（
日
）あ
や
め
会
館

・
十
一
月
十
二
日
（
土
）
･
十

三
日（
日
）韮
山
時
代
劇
場

発
表
内
容

【
芸
能
部
門
】

声
楽
・
器
楽
・
舞
踊
・
体

操
・
伝
統
芸
能
な
ど

【
展
示
部
門
】

工
芸
・
文
芸
・
絵
画
・
写

真
・
伝
統
芸
術
な
ど

受
付
期
間

芸
能
部
門
、
展
示
部
門
と

も
八
月
三
十
一
日
（
水
）
ま
で

に
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

社
会
教
育
課
ま
た
は
、
文
化

協
会
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申

込
用
紙
は
、
社
会
教
育

課
、
市
役
所
各
支
所
、
あ
や

め
会
館
、
韮
山
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
大
仁
市
民
会

館
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
、

韮
山
時
代
劇
場
に
備
え
付
け

て
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
９
）

６
８
０
９

文
化
協
会
長
・
江
間
章

電
話
０
５
５
５（
９
４
９
）

２
１
４
３

無 料

夏休み映画
上映会
名探偵コナン
水平線上の陰謀

日　時 ８月６日（土）

◆１回目 開場 ９：３０ 上映１０：００～

◆２回目 開場１２：３０ 上映１３：００～　

会　場 大仁市民会館　大集会場

定　員 各回５００人

※事前申し込みは必要ありません。

大
画
面
で
コ
ナ
ン
君
を

見
よ
う
。
君
に
こ
の
な
ぞ

が
解
け
る
か
？

※
駐
車
場
の
不
足
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
自
家
用
車

を
利
用
の
場
合
は
、
乗

り
合
わ
せ
で
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５
（
９
４
９
）

６
８
０
９

締め切り
迫る！

伊
豆
の
国
市
民
文
化
祭

参
加
者
募
集

第１回申込み はがきに講座名、郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、性別、生年
月日、電話番号を明記し、下記へお送りください。
※電話での申し込み受け付けはしません。

締切り 各講座とも初回実施日の１週間前まで
ただし、定員に達した場合はその時点で締め切ります。

問合せ 〒４１０‐２１９２ 伊豆の国市四日町２４３　
社会教育課　電話０５５‐９４９‐６８０９

講座名 会場 初回日 回数 定員

後期　児童館小学生エアロ 大仁児童館 １０月 １日（土） １０回 ２８人

後期　肩らくらくエアロビクス 大仁体育館 １０月 ７日（金） １９回 ７４人

後期　お腹凹ませ！！エアロビクス 長岡体育館 １０月 １日（土） ２２回 ５４人

後期　いい汗かけるリズムウォーキング 長岡体育館 １０月 ６日（木） ２３回 ８６人

後期　今から始められるエアロビクス 長岡体育館 １０月 ３日（月） １５回 ２６人

後期　シェイプアップ･エアロビクス 長岡体育館 １０月 ６日（木） ２３回 ２３人

２期　キッズ親子体操＆エアロ 長岡体育館 ９月２１日（水） １０回 ３７人

後期　よく眠れる体操 あやめ会館 １０月 ３日（月） １０回 ４５人

後期　スマートエクササイズ昼の部 長岡体育館 １０月 ７日（金） ２３回 ４６人

後期　スマートエクササイズ夜の部 長岡体育館 １０月 ４日（火） ２３回 ３７人

後期　ヒップ・ホップ 韮山時代劇場 １０月 ８日（土） ８回 ２３人

後期　リラクゼーション・ストレッチ 韮山時代劇場 １０月１２日（水） ９回 １７人

後期　大腰筋トレーニング 長岡体育館 １０月１２日（水） １１回 ４５人

このバレーボールフェスティバルに選手として参
加していただける皆さんを募集します。バレーに自
信がある人もそうでない人も、ぜひご参加ください。
募集内容 「市民バレーボール」フェスティバル

近隣の企業、団体、隣組、中学生など
で構成されたチームによる「親睦」の
ためのバレーボール大会。
※チームで参加ください。
「クラブバレーボール」フェスティバル

伊豆の国市バレーボール連盟及び田方
バレーボール連盟に登録している女
子、男子混合のチームによる「仲間づ
くり」のためのバレーボール大会。
※一人での参加もできます。

参加料 無料
その他 ①運動のしやすい服装で参加ください。

② 参加申込書は、社会教育課（韮山庁舎）、
長岡体育館にあります。

申込み 参加申込書に必要事項を記入し、下記の事
務局へ８月１２日（金）までに提出してくだ
さい。（ＦＡＸ可）問合せ バレーボールフェスティバル実行委員会事務局

（社会教育課）
電話０５５‐９４９‐６８０９　ＦＡＸ０５５‐９４９‐６８１３

参

加
者募
集！！
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レクチャーコンサート
アクシスの夕べ　Part13 ～フルート編～

ＥＭぼかしで花と野菜の祭り　

グリーンフェスタ伊豆の国

７月１日から３日間、長岡・古奈両温泉街で第７０回源氏あ
やめ祭を、盛大に開催しました。
２日には、あやめ御前・源頼政をはじめとする武者行列が温

泉街を練り歩き、古奈の西琳寺で供養祭を行いました。
アクシスかつらぎの演芸会では、連日、芸妓連による「華の

あやめ踊り」や五月みどりさん、山本リンダさん、田端義夫さ
んの歌謡ショーが行われ、当市在住の演歌歌手・竹川美子さん
もゲスト出演しました。
夜は、両温泉街であやめ

御前パレード、古奈区では、
各町内会の踊りパレード、
長岡区では、お祭り広場で
太鼓や歌謡ショーが行われ、
大いににぎわいました。

６月２５日、レクチャーコンサート「アクシスの夕べ・パート１
３～フルート編～」をアクシスかつらぎ多目的ホールで行いまし
た。「誰でも気軽に音楽を楽しむ」がコンセプトのこのコンサート
に、およそ２２０人が来場し、出演者の青島悦さんのフルートと、
ピアノが奏でる美しい旋律に酔いしれました。
次回は８月２７日（土）１９：００から大仁市民会館で行われます。

第７０回源氏あやめ祭 開催

小学生、全国大会で奮戦

プール「サンゆう」３０万人達成！

６月２６日、韮山時代劇場で開催された、グリーンフェスタ伊豆
の国では、花苗や苗木の即売や、特産品販売など、花と緑をテー
マにしたさまざまなイベントを実施しました。中でも、花壇づく
りコンテストは、当日会場内に設置された特設花壇に各チーム趣
向を凝らした花壇が作られ、来場者の目を楽しませました。

盆踊りなどで盛り上がった湯
らっくす公園（長岡）

各組ごとに趣向を凝らし、熱気
に包まれた踊りパレード（古奈）

今
年
の
あ
や
め
御
前
・
勝
亦
桐
子
さ
ん
（
ミ
ス
あ
や
め
）
と

源
頼
政
・
反
町
州
男
さ
ん（
頼
政
ゆ
か
り
の
高
崎
市
の
職
員
）

演芸会で観客を魅了した、芸妓連の「華のあやめ踊り」

６月２０日、伊豆の国市の韮山・大仁ジュニアテニス
クラブの選手が県大会の成績と、東海・全国大会出場を
市長に報告をしました。県大会で四強入りした韮山ジュ
ニアの菊池理恵さん（韮山小６年）・山下優輝さん（伊豆
市八岳小６年）ペアは、東海大会でも団体戦２位になり、
７月２８日～３１日に奈良県明日香村で開催された「全
日本小学生ソフトテニス大会」に出場しました。
また６月２３日、伊豆の国市柔道連盟の小学生も県大

会の成績と全国大会出場の報告をしました。県大会で優
勝した片岡まゆさん（長岡南小６年）、小泉香奈さん（長
岡南小５年）、浅賀慎太郎君（大仁小５年）の３人は、
８月２１日（日）に秋田市で開催される「全国小学生学年
別柔道大会」に出場します。
伊豆の国市の小学生、大きな舞台でがんばっています。

７月１６日、韮山庁舎地下駐車場で開催された、「第１回ＥＭぼか
しで花と野菜のまつり」では、ＥＭぼかしで育てた草花や野菜のコ
ンクールやお楽しみ抽選会などを行いました。
ＥＭぼかしは、生ごみにふりかけるだけで悪臭や害虫の発生がほ

とんどなく、良質の発酵堆肥ができる微生物資材で、市では生ごみ
の減量・自家処理を進めるため、ＥＭぼかしを、登録制により無料
配布しています。（問合せ・クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５）

大仁北小３年生、市役所を見学
７月４日、大仁北小学校の３年生３０人が、社会

科の学習の一環として、市役所伊豆長岡庁舎・あや
め会館を見学に訪れました。
児童たちは、約１時間、総合政策課職員の案内で

各課や議場、市長室などを見学しました。

↑全国・東海大会出場の韮山、大仁ジュニアテニス
クラブの選手たち

↑県大会で活躍した伊豆の国市柔道連盟の選手たち
（前列３人が全国大会出場） 来場者を楽しませた青島さんの美しい演奏

「市役所って、いろんなしごとがあるんだね～」

７月１９日、長岡温水プール「サンゆう」の利用者が３０万人にな
りました。３０万人目の利用者となったのは、寺家にお住まいの大谷
裕子さん。機能改善教室に参加し、教室が終了した現在も、運動を
続けるためプールに通っているとのことです。大谷さんが達成を祝
ってクス玉を割ると、市長から花束や記念品などが贈られました。
プール「サンゆう」では、これからも皆さんのご利用をお待ちし

ています。 「ラッキーでした」と喜ぶ大谷さん

ＥＭぼかしで育てた草花や野菜を審査

さまざまな催しで緑化による環境美化をＰＲ



粗
大
ご
み
と
は
、
木
製
の
タ
ン

ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
ふ
と
ん
な
ど

可
燃
性
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
辺

の
長
さ
が
四
十
セ
ン
チ
以
上
の
も

の
、
自
転
車
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
ス

プ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
な
ど
不
燃
性
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
一
辺
の
長
さ
が

五
十
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
集
積
所
）
に
出
さ

れ
て
も
収
集
し
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
特
に
「
か
ん
の
日
」

に
そ
の
他
の
金
属
類
と
誤
解
を
さ

れ
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

の
不
燃
性
の
粗
大
ご
み
が
出
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

か
ん
の
日
に
そ
の
他
の
金
属
類

を
出
さ
れ
る
場
合
は
、
粗
大
ご
み

で
は
な
い
か
今
一
度
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
で
確
認
を
し
て
か
ら
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
粗
大

ご
み
の
出
し
方

に
つ
い
て
は
、

次
の
三
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す

の
で
、
い
ず
れ

か
の
方
法
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。
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前
回
は
温
熱
効
果
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

他
の
物
理
的
効
果
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

●
静
水
圧

水
の
中
に
入
る
と
深
さ
に
応

じ
て
水
の
圧
力
が
皮
膚
に
か
か

る
た
め
、
皮
膚
の
下
の
血
管
は

圧
迫
さ
れ
血
液
は
心
臓
に
集
ま

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
血
圧

が
上
が
り
心
臓
へ
負
担
が
か
か

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
程
度
の
変
化
は
入
浴
し
な

く
て
も
立
位
か
ら
寝
た
状
態
に

な
っ
た
と
き
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
す
（
図
Ⅰ
）。
心
不
全
の
よ
う

伊豆の国市は将来像を「自然を守り、文化を育む、
魅力（ゆめ）ある温泉健康都市」と定めました。
このコーナーでは「温泉と健康」について、各分野、
様々な角度から紹介していきます。

三原　純（奈古谷）

花の丘診療所長（麻酔科）
温泉気候物理医学会会員
温泉療法医

第３回 温水入浴の物理的効果－その２

問合せ 温泉健康都市推進室　
電話０５５‐９４８‐１４１３

に
仰
向
け
に
寝
る
と
苦
し
く
な
る

よ
う
な
病
気
の
人
で
な
け
れ
ば
入

浴
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
心
不
全

で
も
、
温
熱
作
用
に
よ
る
血
管
拡

張
で
心
臓
の
負
担
が
減
る
た
め
、

む
し
ろ
入
浴
を
治
療
に
利
用
で
き

る
と
す
る
研
究
も
あ
り
ま
す
。

●
浮
力
と
抵
抗

ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
原
理
に
よ
り

水
中
に
体
を
入
れ
る
と
浮
力
が
生

じ
ま
す
。
例
え
ば
、
体
重
六
十
キ

ロ
の
人
が
肩
ま
で
水
に
つ
か
っ
た

場
合
、
体
重
は
約
十
分
の
一
の

六
・
一
キ
ロ
に
、
臍へ

そ

ま
で
つ
か
れ

ば
半
分
に
な
り
ま
す
（
図
Ⅱ
）
。

腰
、
膝
、
足
の
痛
い
人
や
筋
力
の

低
下
し
た
人
で
も
簡
単
に
動
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
の

中
で
は
空
気
の
中
で
動
く
の
に
比

べ
十
二
倍
抵
抗
が
あ
り
、
力
を
使

い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
脳
卒
中
、
慢
性
関
節

リ
ウ
マ
チ
、
ケ
ガ
の
後
遺
症
な
ど

で
の
リ
ハ
ビ
リ
や
、
肥
満
や
筋
力

低
下
の
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
単
純
な
入
浴
で
は

な
く
深
く
て
大
き
な
浴
槽
か
温
水

プ
ー
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
我

が
市
に
も
温
水
プ
ー
ル
が
あ
り
水

中
運
動
の
指
導
も
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
の
で
積
極
的
に
利
用
し
た
い

も
の
で
す
。

●
水
蒸
気

入
浴
で

取
り
上
げ

ら
れ
る
こ

と
は
少
な

い
の
で
す

が
、
私
は

特
に
肺
に

良
い
効
果

が
あ
る
と

考

え

ま

す
。
呼
吸
と
は
外
気
を
肺
に
入
れ

て
そ
の
中
の
酸
素
を
体
に
取
り
込

み
炭
酸
ガ
ス
を
出
す
こ
と
で
す
。

そ
の
と
き
、
多
く
の
ほ
こ
り
や
微

生
物
が
肺
に
入
っ
て
き
ま
す
。
肺

の
行
き
止
ま
り
に
あ
る
肺
胞
で
は

ね
ば
ね
ば
し
た
粘
液
を
出
し
て
こ

れ
ら
を
く
っ
つ
け
、
粘
液
は
気
管

支
の
表
面
に
あ
る
繊
毛
の
動
き
に

よ
り
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
よ
う

に
た
え
ず
外
へ
移
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
作
用
に
よ
り
肺
の
中
は

い
つ
も
き
れ
い
な
の
で
す
。

風
邪
か

ぜ

な
ど
で
気
管
支
が
損
傷
さ

れ
る
と
、
こ
の
粘
液
の
流
れ
が
と

ど
こ
お
り
塊
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

が
痰た
ん

で
す
。
痰
を
出
す
た
め
に
咳せ
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

蒸
気
を
吸
う
こ
と
に
よ
り
痰
が
柔

ら
か
く
な
り
出
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
風
邪
を
引
き

起
こ
す
ウ
ィ
ル
ス
が
気
管
支
に
と

ど
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
痰
を

す
み
や
か
に
外
に
出
し
て
気
管
支

炎
を
悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
風

邪
を
ひ
い
た
か
な
と
思
っ
た
ら
積

極
的
に
入
浴
す
る
こ
と
を
勧
め
ま

す
。
最
近
の
研
究
で
も
入
浴
で
風

邪
が
悪
化
す
る
こ
と
は
な
く
、
む

し
ろ
回
復
が
早
い
傾
向
が
あ
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
気
管
支
喘
息
、
肺
気

腫
、
慢
性
気
管
支
炎
な
ど
の
肺
の

慢
性
疾
患
に
も
良
い
効
果
が
あ
る

と
す
る
研
究
が
多
数
あ
り
ま
す
。

今
回
の
ま
と
め
。
水
の
中
で
は

瞬
時
に
体
重
が
軽
く
な
り
ま
す
。

浮
力
を
楽
し
み
関
節
に
優
し
い
運

動
を
し
ま
し
ょ
う
。
温
水
プ
ー
ル

で
は
誰
で
も
体
を
動
か
せ
ま
す
。

風
邪
を
ひ
い
た
ら
積
極
的
に
入

浴
し
て
蒸
気
を
吸
い
、
さ
っ
ぱ
り

し
た
気
分
で
良
く
な
る
の
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

【参考図書】
●新温泉医学（日本温泉気候物理
医学会 ２００４）●温泉で健康にな
る（飯島裕一、岩波書店 ２００２）
●いい湯だな（バイエル ブックレ
ット シリーズ４４、１９９８）

◆空中臥位�

◆水中立位�

静水圧ゼロ�

静脈還流↑、血圧維持、心体積↑�

静脈還流↑�
血圧維持�
心体積↑�

水中静水圧が�
動静脈静水圧�
と完全に拮抗�
　　↓�
空中臥位と�
静水圧的に�
は同一�

頚部　　　　10％�

剣状突起部　30％�

臍部　　50～60％�
恥骨部　　　80％�
大腿部　　　90％�

足部　　  　100％�

各水深における荷重割合の変化�

図Ⅰ

図Ⅱ

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
再
点
検
【
粗
大
ご
み
編
】

～ これらのものが粗大ごみです ～

①可燃性のものであれば４０センチ未満に、不燃性の

ものであれば５０センチ未満に解体・分解し、指定

のごみの収集日にステーション（集積所）へ出す方

法。

●可燃性のもの→燃やせるごみ用の指定袋に入れ
燃やせるごみの日

●不燃性のもの→金属であればカンの日のその他
の金属類

●プラスチック→プラスチック用の指定袋に入れ
カンの日のその他プラスチック類

②直接、市のごみ処理施設へ持ち込む方法。（無料）

③戸別収集に依頼し、家庭まで引き取りにきてもら

う方法（有料）。粗大ごみ受付センターへご連絡く

ださい。

問合せ クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

チャイルドシート、扇風機、スキーの板、
ソファー、ベビーカーなど

自転車

【粗大ごみの排出方法】

風
水
害
に
警
戒
が
必
要
な
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
台

風
や
暴
風
雨
に
よ
る
被
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。今
一
度
、

風
水
害
な
ど
の
災
害
に
対
す
る

備
え
を
各
ご
家
庭
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
も

し
狩
野
川
が
氾
濫
し
た
場
合
、

ど
の
地
域
が
浸
水
し
て
し
ま
う

か
を
表
し
た
地
図
で
す
。
平
成

十
二
年
に
旧
三
町
で
作
成
・
各

戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
本
庁
の
安
全
対
策
課
や
各

支
所
の
地
域
振
興
課
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
豆
の
国

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

↑伊豆長岡地区マップ ↑韮山地区マップ

↑

大
仁
地
区
マ
ッ
プ

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

ご
存
知
で
す
か
？
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２
韮山支所地域振興課
電話０５５‐９４９‐６８０２
大仁支所地域振興課
電話０５５８‐７６‐８００２

伊豆の国市公式ホームページ
http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp
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その４

伊豆の国市には
文化財がたくさん
市内の市指定文化財一覧２

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
月
、
伊

豆
の
国
市
内
の
指
定
文
化
財
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
文
化
財

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

今
回
は
、
旧
三
町
指
定
文
化
財

の
後
編
で
す
。

問
合
せ

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
９

No 種別・名称 員数 所在地 所有者 公開 摘要

１７ 史跡名勝天然記念物（史跡）
平石古墳 １基 守木 （宗）随応寺 公開 ７世紀中ごろ、円墳、組合式家形石

棺

１８ 史跡名勝天然記念物（史跡）
久昌寺六角堂跡 １カ所 御門 御門区 公開 伝奈良時代創建、礎石残存

１９ 史跡名勝天然記念物（史跡）
子育地蔵尊 １群 神島

小室 小室地区 公開 江戸時代からの信仰対象、数百体の
石造地蔵群

２０ 史跡名勝天然記念物（史跡）
剣刀神社 １（棟） 戸沢 戸沢区 公開 式内社剣刀乎夜爾命神社、寛政元年

（１７８９）石柱あり

２１ 史跡名勝天然記念物（史跡）
最明寺時頼の墓 １基 長岡 （宗）最明寺 公開 鎌倉幕府５代執権、最明寺開基

２２ 史跡名勝天然記念物（史跡）
北條義時の墓 １基（２）南江間 （宗）北條寺 公開 鎌倉幕府４代執権北條義時夫妻の墓

２３ 史跡名勝天然記念物（史跡）
天野遠景の墓 １基（３）天野 伊豆の国市 公開 天野遠景、弟、子の墓

２４ 史跡名勝天然記念物（史跡）
白石の石棺 １基 長岡 伊豆の国市 公開 洞古墳（円墳）長さ２.３メートルの

凝灰岩製刳り抜き式石棺

２５ 史跡名勝天然記念物（史跡）
駒形古墳群 １群 小坂 個人 公開 ５基以上の群、１基は前方後円墳、

人物埴輪出土

２６ 史跡名勝天然記念物（史跡）
菖蒲御前の宅跡 １カ所 古奈 （宗）西琳寺 公開 鵺退治で有名な源頼政の室、菖蒲御

前が亡き夫の霊を弔った草庵跡

２７ 史跡名勝天然記念物（天然記
念物）美女桜 １株 古奈 （宗）西琳寺 公開 山桜（薄墨桜）、伝菖蒲御前お手植

え

２８ 史跡名勝天然記念物（天然記
念物）熊野神社の社 １地域 三福 三福区 公開 御神木の大楠等、多数の巨樹

２９ 史跡名勝天然記念物（天然記
念物）広瀬神社の社 １地域 田京 （宗）広瀬神社 公開 御神木の大楠等、多数の巨樹

３０ 民俗文化財（無形）種蒔三番叟 大仁 大仁区 公開 １１月３日、大仁神社の祭典で奉納

３１ 民俗文化財（無形）種蒔三番叟 三福 三福区 公開 １０月第２日曜、熊野神社の祭典で
奉納

３２ 民俗文化財（無形）式三番 田京 田京区 公開 １１月３日、広瀬神社の祭典で奉納

韮山図書館第１位。十数年前、高
校時代、恋人の死。喪失感から始
まる魂の彷徨の物語。

【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢臨場｣

横山秀夫

光文社

韮山図書館第２位。臨
場とは、事件現場に臨

み、初動捜査にあたること。組織と
個人、職務と情、警察小説の圧倒的
世界。

【中央・韮山図書館所蔵】

｢誰か｣   

宮部みゆき

実業之日本社

長岡図書館第１位。自
転車にひかれて亡くな

った父の過去を調べ始める姉妹。著
者久々の現代ミステリー。

【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

「世界の中心で、愛をさけぶ｣
片山恭一

小学館

問合せ　
中央図書館 電話０５５８‐７６‐５５６６　休館日８月１日（月）･８日（月）･１５日（月）･２２日（月）･２６日（金）･２９日（月）
長岡図書館 電話０５５‐９４７‐２３６４　休館日８月２６日（金）
韮山図書館 電話０５５‐９４９‐８６０５　休館日８月１日（月）･８日（月）･１５日（月）･２２日（月）･２６日（金）･２９日（月）

｢バカの壁｣

養老孟司

新潮社

中央図書館第１位。人
生でぶつかる諸問題に

ついて考えるためのヒントを提示す
るエッセイ。

【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢看守眼｣

横山秀夫

新潮社

中央図書館第１位。定
年間近の男が長年培っ

た「看守の勘」で事件の真相を見抜
く表題作ほか、人生の一瞬を切り取
る短篇小説集。
【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

｢影踏み｣

横山秀夫

祥伝社

長岡図書館第２位。
１５年前、男は法を捨

てた。一人の女性と双子の兄弟、３
つの魂が絡み合う哀切のハード・サ
スペンス。
【中央・長岡・韮山図書館所蔵】

平成１６年度
ベストリーダー
昨年度、各図書館で貸
出しの多かった本を紹介
します。

年間
貸出回数

３８回

年間
貸出回数

３７回

年間
貸出回数

３５回

年間
貸出回数

２６回

年間
貸出回数

３５回

年間
貸出回数

２６回

中央図書館では、子供たち
を対象に工作教室を行います。
「えっ、これが飛行機？」

と思うような不思議なかたち
の飛行機を、自分でつくって
飛ばしてみよう！ぜひご参加
ください。

みん
な集
まれ～！

日　時 ８月２１日（日）１４：００～
会　場 中央図書館　２階視聴覚室
対　象 ４～８歳
持ち物 はさみ、えんぴつ、セロテープ
申込み ８月６日（土）から受付開始。中央図書館へ電話または直接

カウンターでお申し込みください。
問合せ 中央図書館 電話０５５８‐７６‐５５６６

つくってとばそう ふしぎなひこうき

３３ 民俗文化財（無形）
かわかんじょう 神島 かわかんじょ

う保存会 公開 盆行事、精霊送り・虫送りともいう

韮
山
に
あ
る
守
山
（
百
一
・
八

メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
、
地
質
、

植
物
（
シ
ダ
・
種
子
植
物
）、
昆

虫
（
ト
ン
ボ
、
甲
虫
、
チ
ョ
ウ
、

ハ
チ
・
ア
リ
な
ど
）、
野
鳥
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
、
守
山
の
自
然

度
や
、
ど
う
し
て
守
っ
て
い
く
か

な
ど
を
示
し
た
報
告
書
。

貴
重
な
植
物
（
カ
ン
ニ
ン
ガ
ム

モ
ク
マ
オ
ウ
や
サ
ン
ゴ
バ
ナ
）、

昆
虫
（
ウ
マ
ノ
オ
バ
チ
や
モ
ン
ス

ズ
メ
バ
チ
）
な
ど
も
記
録
。
カ
ラ

ー
写
真
を
多
く
掲
載
し
、
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
田
方
地
区
の
自

然
調
査
の
基
本
と
な
る
一
冊
で

す
。
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

守
山
の
自
然
環
境

守
山
環
境
基
礎
調
査
報
告
書

発
売
開
始
！

規　格 Ａ４版、本文７３ページ
写真２３０枚（内カラー２１９枚）

価　格 ８００円
販売場所 社会教育課（韮山庁舎）、韮山郷

土史料館（電話０５５‐９４９‐４１２７）
問合せ 社会教育課　

電話０５５‐９４９‐６８０９
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まごころスイカ祭･もろこし祭
スイカとトウモロコシを集中販売

します。両方ともとても甘いと大好
評。出荷されたスイカは全品試食で
きるので「味見」をして気に入った
ものを買うことができます。売り切
れる場合があるので、なるべく早い
時間にお越しください。
日　時　８月２１日（日）まで

９：００～１６：００　
会　場　まごころ市場
問合せ まごころ市場

電話０５５８‐７５‐４５８０

伊豆の国の民話と伝説
市内には、数多くの民話や伝説が

残されています。民話では、国清寺
の「独楽回しの一兆さん」、浮橋の
「佐司衛どんと狸」など。伝説では、
源頼朝にまつわる「蛭ヶ小島」「餅
売り婆」などや北江間の「池田の大
蛇」などがあります。これらの民話
や伝説を分布図・一覧表・写真で紹
介。うち代表的な９話のパネル展示
もあります。伊豆の国の不思議な話、
おもしろい話をお楽しみください。
期　間　８月２日（火）～

１０月３０日（日）
９：００～１７：００

※月曜は休館
会　場　中央図書館２階展示室
問合せ 市役所社会教育課

電話０５５‐９４９‐６８０９

伊豆韮山温泉病院健康講座
無料でどなたでも参加できます。

体を動かしやすい服装でお越しくだ
さい。
【いきいき健康講座】

高血圧についての基礎知識と健康
管理に役立つ体操を紹介します。
日　時　９月１０日・１７日・２４日

いずれも土曜日
１３：１０～１４：１０

【クラブにらおん・シェイプアップ体操】

生活習慣を見直し、活動的な生活
を目指しましょう。
日　時　９月２日・９日・１６日・

３０日、１０月７日・１４
日・２１日・２８日
いずれも金曜日

１８：３０～１９：３０
会　場　いずれも伊豆韮山温泉病院
問合せ 伊豆韮山温泉病院

電話０５５‐９４９‐１４６６

矢田光夫竹細工作品展
市内在住の矢田光夫さんの竹細工

作品展を行います。仕事のかたわら、
数多くの竹細工作品を作成し、キャ
リアは十数年になります。ぜひご覧
ください。
日　時　８月３０日（火）まで

９：００～１７：００
※水曜は休館、入場は１６：３０まで）
会　場　江川邸主屋　控えの間
入場料 江川邸入場料

一般　　　　３００円
小・中学生　１５０円　
※市民は半額です

問合せ （財）江川文庫公開事務所
電話０５５‐９４０‐２２００

ぬくもりの里納涼祭
各種模擬店や演芸、職員による火

舞いなどがあります。お誘い合わせ
てお越しください。
日　時　８月５日（金）

１８：００～２０：００　
雨天の場合は８月６日（土）

会　場　ぬくもりの里
問合せ ぬくもりの里

電話０５５８‐７６‐６７００

静岡県警察官
●警察官Ａ一般

資　格 昭和５０年４月２日以降に
生まれた人（大卒または見
込者）

定　員 男性３７人程度
女性２人程度

●警察官Ｂ

資　格 昭和５０年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれ（大
卒（見込み）を除く）

定　員 男性５７人程度
女性４人程度

【受付期間】

８月８日（月）～８月２６日（金）
●交通巡視員

資　格 昭和５７年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれ

定　員 ３人程度
●警察事務

資　格 昭和５７年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれ（高
校・短大卒業程度、大学
（見込）者を除く）

定　員 ５人程度
【受付期間】

８月２２日（月）～９月５日（月）

望星高等学校秋学期生
単位制による通信制課程の高等学

校です。年令・性別・職業を問わず
学習できます。
募集期間 ８月２９日（月）～

９月２２日（木）
学習方法 放送（衛星ラジオ）講座

を聞き、月２～３回日曜
に登校し、学習レポート
を提出する

問合せ 東海大学付属望星高校
電話０５４‐２６１‐２９５０

放送大学第２学期学生
学部生の入学資格 入学試験なし
・全科履修生は１８歳以上で高卒
等の資格が必要
・選科、科目履修生は１５歳以上
ならどなたでも

大学院生の入学資格

・修士選科生、科目生は１８歳以
上ならどなたでも

【受付期間】

８月３１日（水）までに本部必着
問合せ 放送大学静岡学習センター

電話０５５‐９８９‐１２５３

消費者問題シンポジウ
日　時　９月１５日（木）

１０：００～１５：１５
会　場　裾野市民文化センター

未就業看護職のための講習会
未就業看護職のための再就業準備

講習会を無料で行います。
日　時・会　場

１０月５日（水）･６日（木）･７日
（金）･２７日（木）沼津市立病院
（集中講義：保育体制あり）
１０月２０日（木）･２１日（金）
沼津中央病院
１０月１８日（火）･１９日（水）
梅名の里
１０月１９日（水）･２０日（木）
訪問看護ＳＴほほえみ
１０月２４日（月）・２５日（火）
鷹岡病院
いずれも９：００～１６：００

第３７回静岡県青年の船
日常生活では味わえない体験をし

てみませんか。船内研修と中国での
交流などを通し、新しい仲間・自分

と出会う旅ができます。（事前・事
後研修あり）
期　間 １２月２７日（火）～

平成１８年１月４日（水）
渡航地 中国（北京・上海）
資　格 原則として平成１７年４月

１日現在１８歳以上３２歳
以下で静岡県に在住する
人。ただし高校生は不可。
青年の船の目的を理解し、
意欲的な参加が望める人。

参加費 １６８，０００円（個人的経費は
別途負担）※参加費用の市
補助制度あり。

申込み ９月３０日（金）までに下記
へお申し込みください
※募集要項も下記で配布

問合せ 市役所社会教育課
電話０５５‐９４９‐６８０９
静岡県青年の船事務局
電話０５４‐２５４‐２００６

対　象 未就業の看護職免許保有者
で再就業を希望する人　

定　員 ２０人
申込み ９月１０日（土）までに、は

がき、ＦＡＸ、メールで氏
名・年齢・住所（〒）・電
話番号・離職年数・職種・
白衣サイズ（Ｓ～ＬＬ）・希
望実習施設名を記入し、お
申し込みください。

問合せ 〒４１０‐００５５　
沼津市高島本町１‐３
県ナースセンター東部支所
電話・ＦＡＸ０５５‐９２０‐２０８８
numazu@nurse-center.net

●交通安全指導員

資　格 昭和５７年４月２日～昭和
６３年４月１日生まれ（高
校卒業程度）

定　員 ２０人程度
【受付期間】 ８月３１日（水）まで
問合せ

大仁警察署　電話０５５８‐７６‐０１１０
三島警察署　電話０５５‐９７１‐０１１０
採用フリーダイヤル

電話０１２０‐４８９２７６

テーマ 「食の安全と抗生物質～耐
性菌から身を守るには～」

内　容 基調講演とパネルディスカ
ッション

講　師 食品と暮らしの安全基金事
務局長　小若順一氏

定　員 １００人（先着順）
参加料 無料
申込み ８月３１日（水）までに電話

でお申し込みください。
問合せ 裾野市役所商工観光室　

電話０５５‐９９５‐１８５７

市では、子育てを支援する「地
域子育て支援センター」を２カ所
開設しています。親子で来園して
楽しく遊んだり、友達を作ったり、
保護者の育児情報交換の場として
ご利用ください。市内に住所があ
り、小学校就学前までの幼児と保
護者なら、どなたでも無料で利用
できます。また「子育て相談」も
ありますので、お気軽にどうぞ。
詳細は、各園へ問い合わせください。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２　

電話０５５８‐７６‐２５５２

相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１２：００）

●おはなしタイム

天気の良い日は園庭で絵本や紙芝
居の読み聞かせを行っています。

（ひまわり保育園大仁分園

地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１

電話０５５８‐７６‐１１７３

月～金　９：００～１１：３０、
１３：３０～１６：００

※１日（月）、２日（火）、３日（水）、
１５日（月）は休園

８月の行事
５日（金）色水遊び
９日（火）誕生会
１２日（金）リズム遊び
１６日（火）製作
２３日（火）絵本の読み聞かせ
時間はいずれも９：００～１１：３０

２６日（金）狩野川公園で遊ぼう
※直接公園へ。９：００～１１：００
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４月から広報「いずのくに」は毎月１日号と１５日号を発行していま
す。１日号は各自治会（区・組）を通じて配布し、１５日号（タブロイド
版）は新聞折り込みで皆さんにお届けしています。
広報紙がお手元に届かない場合は、各支所、公共施設（アクシスかつ

らぎ、めおと湯の館、図書館など）、農協や郵便局、金融機関などにあ
りますので、ご利用ください。

問合せ 市役所総合政策課　電話０５５‐９４８‐１４１４

20

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」
「ゆずりたい」人を捜します。

【ゆずります】

三島高校女子制服（ジャージ） 応　談
琴　　　　　　　　　　　無　料
ＯＡ用複合機　　　　　　応　談
三輪車　　　　　　　　　無　料
ベビーカーＢ型　　　　　無　料
ハイアンドローチェアー　応　談
ワープロ　　　　　　　　無　料

【ゆずってください】

電子ピアノ×２　　　　　応　談
ビデオカメラ　　　　　　応　談
コピー機　　　　　　　　応　談
農業用機械　　　　　　　無　料
高校の教科書　　　　　　無　料
服･シャツ･ズボン･スカート 無　料
ワープロまたはプリンタ　応　談
楽生保育園のカバン、園服 無　料
※詳しくはお問い合わせください
問合せ 環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

●三島夏まつり

期　間 ８月１５日（月）～１７日（水）
会　場 三嶋大社～広小路
内　容 １５日…【山車とシャギリ

の日】山車シャギリ大会、
大文字焼き等
１６日…【伝統芸能の日】
頼朝公旗挙げ行列（頼朝
役･･･宇梶剛士）、農兵節パ
レード、手筒花火等　
１７日…【踊りとパレード
の日】流鏑馬、みしまサン
バパレード・踊り大会等

問合せ 三島市観光推進室

電話０５５‐９８３‐２６５６

●サンセットページェント

尺玉花火などの大型花火の打ち上
げやペンライトによる光のヒューマ
ンチェーンによって華やかに開催さ
れます。海上花火大会の後は、光の
イルミネーション船団が会場内をパ
レードし、沼津の夏の最後を飾りま
す。
日　時 ８月２７日（土）

●ＴＯＩサマーフェスティバル

海上花火大会

ステージイベントや模擬店など楽
しい催しが盛りだくさん。夏を色鮮
やかに彩る海上花火大会のスターマ
インと空中ナイアガラは圧巻です。
日　時 ８月１８日（木）～２１日（日）

ステージイベント１９：００～
海上花火大会　　２０：００～　　

会　場 土肥松原公園前の海岸
※普通車３００台（無料）

問合せ 伊豆市観光協会土肥支部

電話０５５８‐９８‐１２１２

●函南のあけぼの展

町内の遺跡の発掘調査で発見され
た出土品や、調査の様子を写した写
真パネルなどの展示をします。今年
は、形が整い表面の文様も美しい弥
生式土器を中心とした「弥生時代の
遺跡の展示」を行います。
期　間 ８月２０日（土）～２８日（日）
会　場 函南町中央公民館玄関ホール
問合せ 函南町生涯学習課

電話０５５‐９７９‐１７３３

●第２２回すその阿波おどり大会

かねと太鼓が奏でる独特のリズム
に乗って、今年も熱い踊りの夏が来
ます。
日　時 ８月２０日（土）※小雨決行

１８：００～２０：４５
会　場 裾野駅前・新道通り
問合せ すその阿波おどり大会実行

員会 電話０５５‐９９２‐０４８１
●石川さゆりコンサート

日　時 １１月２６日（土）
昼の部　開場１３：３０　開演１４：００
夜の部　開場１７：３０　開演１８：００
会　場 裾野市民文化センター

大ホール（全席指定）
チケット Ｓ席６，０００円　

Ａ席５，０００円
※未就学児の入場はご遠慮ください
※８月２７日（土）から発売開始
問合せ 裾野市民文化センター　

電話０５５‐９９３‐９３００

広報

は毎月２回発行！

看護師等再就業相談
看護職の資格を持っていて、現在

就業していない人に対し、無料で最
近の看護・医療の情報提供や再就職
の相談に応じます。申し込みは必要
ありませんので、直接会場へどうぞ。
日　時 ９月７日（水）

１０：００～１４：００
会　場 函南町ふれあいセンター　
問合せ 県ナースセンター東部支所

電話０５５‐９２０‐２０８８

障害児・者福祉相談会
身体・知的・精神の障害をもつ人

の障害児・者福祉相談会を行いま
す。今回は、各障害の生活支援セン
ター合同の相談会です。お気軽にご
相談ください。
日　時 ８月６日（土）

１０：００～１４：００
会　場 韮山保健センター
相談内容 福祉制度・福祉サービス

の情報提供、利用につい
て、就労、趣味・余暇活
動、交通・移動手段、家
族関係、健康、受診相談、
発達相談、介護相談など

相談料 無料
相談員

〇知的障害
障害児（者）地域療育支援センタ
ー相談室（電話０５５‐９４９‐１１６５）
障害児（者）地域療育支援センタ
ー（電話０５５０‐８７‐０２５９）

地域療育支援センターこげら（電
話電話０５５‐９６９‐０８１０）

〇精神障害
精神障害者地域生活支援センター
田方・ゆめワーク（電話０５５８‐７
５‐５６００）

〇身体障害
障害者生活支援センターリベルテ
（電話０５５‐９７８‐４１８７）
問合せ 福祉課　

電話０５５８‐７６‐８００７　　

エイズ・Ｃ型肝炎検査
その日のうちに結果がわかるエイ

ズ検査が始まりました。エイズ検査
は、感染の心配があってから３カ月
以降に受けてください。なお、Ｃ型
肝炎検診も行っていますので、ぜひ
受診ください。
検査日 毎月第１水曜日･第２火曜

日･第３火曜日･第４水曜日
費　用 エイズ検査は無料で匿名

Ｃ型肝炎検査は２，３６０円　　
※予約必要

問合せ 東部健康福祉センター

電話０５５‐９２０‐２１１２

高Ｐ連設立総会
下記日程で伊豆の国市高Ｐ連設立

総会を開催します。
日　時 ８月２７日（土）１９：００～
会　場 あやめ会館多目的ホール
問合せ 社会教育課

電話０５５‐９４９‐６８０９

不用品活用バンク
１９：１５～２０：３０
※荒天の場合は２８日（日）

会　場 千本浜海岸
問合せ 沼津市役所観光交流課

電話０５５‐９３４‐４７４７

【訂正とお詫び】
広報７月１５日号の「８月のカ

レンダー」で８月２２日（月）に掲
載した「小・中学校・市立幼稚
園終業式」が間違っていました。
正しくは、７月２２日です。訂正
し、お詫び申し上げます。

●
農
業
を
少
し
や
っ
て
ま
す
。

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
が
取
れ

て
食
卓
を
彩
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
さ
さ
や
か

な
働
き
が
役
立
っ
た
か
な
と

実
感
し
ま
す
。
畑
仕
事
は
運

動
を
兼
ね
て
の
私
の
甲
斐
性

で
す
。（
天
野
区
　
女
性
）

→

旬
の
食
べ
物
は
美
味
で
す

よ
ね
。
た
だ
、
食
べ
る
の
を

待
っ
て
く
れ
な
い
か
ら
毎
日

食
べ
続
け
な
き
ゃ
…
な
ん
て

こ
と
も
。

●
「
一
時
保
育
」
の
利
用
、

と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

核
家
族
が
多
い
今
、
一
人
で

悩
ん
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
で
、
市
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
元

気
な
お
母
さ
ん
で
い
る
こ
と

が
大
切
な
の
だ
か
ら
。
子
育

て
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

な
。（
四
日
町
区
　
女
性
）

→
お
困
り
の
と
き
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
各
保

育
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
市
で
行
わ
れ
る
各
種
検
診

が
無
料
に
な
り
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
全
検
診
を
受
け

た
い
と
思
い
ま
す
。（
古
奈
区

女
性
）

→

六
ペ
ー
ジ
に
追
加
集
団
検

診
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
く
だ
さ
い
。

●
「
広
報
ク
イ
ズ
」
を
毎
月

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
で

も
応
募
し
よ
う
か
い
つ
も
迷

い
、
出
し
そ
び
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
今
回
は
思
い
切
っ
て

出
し
て
み
ま
し
た
。
当
た
る

と
い
い
な
。（
長
瀬
区
　
女
性
）

→

毎
月
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ク
イ
ズ
作
成
に
毎
月

頭
を
抱
え
て
い
ま
す
。
答
え

と
一
緒
に
新
し
い
ク
イ
ズ
を

考
え
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ

さ
い
。
待
っ
て
ま
〜
す
。



Ａ１．４月当初は、ごみの分別についての問い合わせが殺到しましたが、今では
市の分別方式が皆さんに浸透してきたようで、問い合わせは減っています。

Ａ２．ごみ処理施設、し尿処理施設などが市内に１３カ所があるため、事故等でス
トップして皆さんの生活に支障が出ないように維持管理することです。

Ａ３．ごみに関することで分からないことがあったら、遠慮なく問い合わせして
ください。また、粗大ごみやどうしても収集日に出せなかったごみは、
下記の施設に持ち込みできますので、ごみの分け方・出し方パンフレット
を参考に正しく分別して持ち込んでください。（回答：課長　神田武久）
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Ａ１．合併して、都市公園が２５カ所になったので、すべてを順調
に維持管理していけるよう、少しずつ整備しています。６月
にはグリーンフェスタを開催して、緑化推進をＰＲしました。

Ａ２．不法投棄問題も含めた環境保全対策です。緑化による美化政
策や環境パトロールを行い、市内（公園も含め）をきれいにし、
皆さんに憩いの場を提供できるよう努めています。

Ａ３．ごみを不法に捨てたり、ペットの糞を放置したりしないよう
にしましょう。環境美化は皆さん一人ひとりの自覚が第一歩
なので、ご協力をお願いします。（回答：課長　渡辺勝弘）

伊豆の国市の行政窓口をご紹介するこのコーナー。
今回ご紹介する市民環境部（渡辺広明部長）は、環境政
策課とクリーン課の二課で構成されており、韮山庁舎
にあります。現在の状況を、各課長にインタビューし
てきました。

インタビューの内容

Ｑ１．合併後の業務は順調に行われているか？
Ｑ２．現在、大きなウエイトを占めている業務は？
Ｑ３．市民の皆さんにひとこと

韮山庁舎２階の玄関を入って右側、

こども育成課の向かい側が窓口

※次回はあやめ会館内の観光産業部を紹介します。

環 境 政 策 課
電話０５５‐９４９‐６８０４

（課長１人、課員：韮山庁舎６人・斎場１人）

第４回・市民環境部（韮山庁舎内）
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毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書券(５００
円分)をプレゼントします。皆さんのご応募お待ちし
ています。【応募方法】はがきにクイズの答えと住所、
氏名(フリガナ)、年齢(学年)、職業、電話番号、身近
な話題や感想、ご意見などを書き添え、８月１５日（月）
までに下記へお送りください。いただいたご意見な
どは、広報で紹介させていただく場合もあります。
あて先 〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 総合政策課
【先月の答えと当選者】答えは「七夕」。正解者は、
６６／６７人でした。当選者は次の皆さんです。
【当選者：敬称略】木下マリ子、遠田秀穂、堀江和子、

竹安敏子、高橋司、羽田弘、渡辺克彦、鈴木佐代子、

花村ひとみ、大城順子

《今月の問題》

二文字の熟語ができるように、真ん中に漢字一

文字を入れてください。上から読むと夏の空にで

きるあるものが出てきます。

輸� 口�

赤� 標�

東� 海�
答えは�

○○○�

〈例〉�

� �
初夏� 夏日�
夏�

いずのくにいずのくにのの女女ひと

第４回

このコーナーでは、伊豆の国市内に住む、働くまたは縁のある
輝いてる皆さんを紹介していきます。
今回は、８月３日（水）の狩野川まつりや８月１０日（水）の温泉街

の夏まつりに出演する『よさこいソーラン絆
きずな

』の鈴木はつみさん
を紹介します。

っ
て
い
る
と
き
が
一
番
気

持
ち
い
い
。
日
常
の
い
や
な
こ
と

を
す
べ
て
忘
れ
て
夢
中
に
な
れ
る

ん
で
す
」と
鈴
木
さ
ん
。
そ
の
言

葉
ど
お
り
、
踊
り
の
練
習
が
始
ま

る
と
鈴
木
さ
ん
は
別
人
の
よ
う
に

活
き
活
き
と
輝
き
出
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
身
体
を
動

か
す
の
が
大
好
き
で
、
中
学
・
高

校
と
器
械
体
操
部
に
所
属
し
て
い

た
鈴
木
さ
ん
は
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
習
っ

て
い
ま
し
た
。

四
年
前
、『
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
絆
』
を
立
ち
上
げ
た
と
き
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
で
、
今
で
は
み
ん
な

を
指
導
す
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
立
場
。
六
人
く
ら
い

か
ら
は
じ
ま
っ
た『
よ
さ
こ
い
〜
』

も
、
い
ま
や
幼
稚
園
児
か
ら
六
十

代
ま
で
合
わ
せ
て
約
百
二
十
人
の

大
所
帯
に
成
長
し
ま
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
親
・
子
・
孫

が
家
族
み
ん
な
で
楽
し
く
踊
れ
る

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
目
標
。
だ

か
ら
、『
絆
』
な
ん
で
す
」

鈴
木
さ
ん
は
さ
ら
に
続
け
て
、

「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に

な
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
Ｔ
Ｖ

や
新
聞
で
報
じ
ら
れ
る
よ
う
な
痛

ま
し
い
事
件
を
起
こ
し
た
り
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ

う
。
き
っ
と
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
は
夢
中
に
な
れ
ま
す
よ
」

こ
の
夏
、『
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
絆
』
は
、
八
月
三
日
（
水
）
の

狩
野
川
ま
つ
り
や
、
八
月
十
日

（
水
）
の
温
泉
街
の
夏
ま
つ
り
、

ま
た
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り

続
け
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
会
場
に

足
を
運
ん
で
、
鈴
木
さ
ん
た
ち
の

踊
り
か
ら
パ
ワ
ー
と
感
動
を
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

鈴木はつみさん（寺家）

「
踊

ク リ ー ン 課
電話０５５‐９４９‐６８０５

（課長１人、課員：韮山庁舎５人・各施設１４人）

広瀬公園プール

主な仕事
環境保全・美化、緑化推進、公害対
策、犬の登録、公園管理、斎場管理
など

環境政策課の管理する主な施設

主な仕事
ごみ処理、し尿処理、ごみ
減量化、リサイクルなど

長岡斎場

長岡清掃センター

クリーン課の主な管理施設（ごみの直接搬入先）

韮山リサイクルプラザ 大仁清掃センター
韮山庁舎２階の玄関を入って右側、

環境政策課の奥が窓口

公園（市内）

電話０５５‐９４８‐２５３６ 電話０５５‐９４９‐５７５５ 電話０５５８‐７６‐２９８３

平日（土・日・祝日を除く）９：００～１２：００／１３：００～１５：００
第１・第３日曜日９：００～１２：００




